
コミュニティ清和だより

コミュニティ清和は、2024年1月14日に清和地域拠点複合施設『おらがわ』で開催される
清和地区文化祭に「コミュニティ清和まつり」として参加します。

新施設開館記念の文化祭に、にぎやかさを添えられればと思います。

令和5年 秋冬号

清和地区文化祭でコミュニティ清和まつりを行います。

回
覧

コミュニティ清和まつりの企画は以下の通りです。

1. 農林業チーム 清和トラック市
2. 清和の⺠話紙芝居チーム 紙芝居の展示・実演（3階 音楽研修室）
3. 会員キッチンカー出店 ケバブ販売
4. 運営チーム 活動報告展示（3階 音楽研修室）

ペットボトル飲料販売
5. 連携団体企画

➀ ミライキカク キミツノキ木皿販売
令和3年新成人ふるさと写真展~未来ポストの手紙~

② 君津の朝めし 羽釜での米炊体験



清和ウエルカムハウス プロジェクトが始まりました︕

清和の空き家をDIY改修し、地域内外の交流拠点としてよみ
がえらせるプロジェクトが始まりました。鹿野山の山頂に位置
する空き家となった商店をコミュニティ清和が借り受け、地域
内外の交流拠点『清和ウェルカムハウス』としてリニューアル
オープンします。

イベント（アクティビティ募集）

あなたが企画したイベント（アクティビティ）を「清和ウェルカ
ムハウス」で開催しませんか？ 地域を元気にする、移住促進・関係
人口創出につながるものなら、内容は問いません。

◆ 手作りグッズショップをオープンしたい
◆ 週末だけのこだわりカフェを開業したい
◆ DIYリフォーム講座の会場として使いたい
◆ 各種セミナーや勉強会、趣味の集まりの場など

本交流拠点を通じて「今、清和でしかできない」暮らしに近いアクティビティやワークショップを体験
してもらうことで、移住促進、関係人口創出、および空き家の利活用を推進させていきます。

（1）清和を楽しむアクティビティ案内所
（2）空き家コンシェルジュ
（3）空き家活用ワークショップ
（4）多世代交流拠点（居場所づくり）
（5）清和地区の空き家活用事例として情報発信
を今後実施予定です。

コミュニティ清和の空き家活用



全3回の「まちあるき」を実施、取材活動は順調に進んでいます。

清和の魅力発信マップダイジェスト

2023年11月25日（土）「第３回 まちあるき」と
して秋元城跡を巡るコースをウォーキングしました。
これは「清和の魅力探訪ウォーク11」（主催：清和
地区体育協会、共催：清和公⺠館、NPO法人いきい
き清和）として平成28年から７年間にわたり実施さ
れているものです。

「第２回 まちあるき」を2023年10月23日（月）に
実施しました。今回は、三島地区の二入、辻森、大
岩を対象に「関わりしろ」のあるスポットを巡りま
した。（小堀農園・加⼾屋・宝性寺「波の伊八」）

「第１回 まちあるき」を2023年8月28日（月）に
実施しました。当日は、埼玉県草加市でシェアアト
リエを運営している、外部デザイナーの「つなぐば
家守舎」の小嶋さん、松村さんを清和にお迎えし、
外からの新たな視点で清和の魅力発見にご尽力いた
だき、東日笠と⻄日笠を対象に、「関わりしろ」が
豊富な3箇所（清和小学校教室博物館・High Garden
キャンプ場・カニ権現）を訪問しました。

これら全3回のまちあるきで、清和の深い歴史や、それを発信し後世に伝えようと活動する方々など、
新たな魅力を発見することができました。今後は、どのようなデザインのマップ（※）にするか、何を
掲載するかなどを精査しながら、マップリリースに向け制作を進めていきます。
※紙面でのマップとデジタルマップを考えています。



第2回〜第4回 オリエンエーション・フィールドワーク

実感の循環学校ダイジェスト

第4回は前回空き家の利活用に関して講話いただ
いた高橋さんのお話を受け、コミュニティ清和で
これから「清和ウェルカムハウス」として利活用
が始まる清和の空き家の見学からスタート。

空き家見学終了後、前回の会場と同じ「フォレ
ストパーティ峰山」に移動し、今回のゲストであ
る獣害対策に取り組まれている松原さんの講話を
お聞きしました。清和での取り組みをする中で、
信頼関係を築きながら自分の役割や居場所を作っ
ていくという流れを、実体験を交えお話ししてく
ださいました。

続いての第3回は、峰山山頂に居を構えるキャン
プ場「フォレストパーティ峰山」で開催されました。
ここは、先日コミュニティ清和のメンバーが、事業
承継したばかりのキャンプ場です。清和の大自然を
感じながら屋外での開催となりました。

講演では、市原で空き家事業を行っている開宅舎
の高橋さんから、ご自身が運営されている空き家ビ
ジネスについて、会社の事業内容から今までの変遷
まで、事細かにお話いただきました。特に、空き家
が⻑年空き家である理由については、今後プランを
立てていく上でも非常に参考になりました。

7月25日に幕開けした『実感の循環学校』。第2
回は鹿野山の「大塚屋旅館」にて参加者の自己紹
介と今後の循環学校で実施したいことについて話
し合いが行われました。参加者の皆さんが普段携
わっているお仕事や興味関心について、事前にご
準備頂いた自己紹介を投影しながら一人ずつ登壇
し、発表して頂きました。

ここで生まれた参加者による新しい取り組みは、次回の「コミュニティ清和だより」でご報告いたします。

Instagram Facebook

コミュニティ清和
〒292-1168 千葉県君津市⻄粟倉135（旧清和診療所）
Website︓ https://seiwa-town.com/
お問合せ︓ seiwa.2525.community@gmail.com ホームページ

むらをつくる。むらをまもる。いつまでも。


